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　2006 年より西
にしたんざわ

丹沢において、 主とし

て小型哺
ほにゅうるい

乳類の生
せいたい

態調査を行っていま

す。小型哺乳類の多くは夜
や こ う せ い

行性のため、

その生態を観察するのはとても難しく、

研究者はいろいろと工夫しながら観察を

続けています。 その一つとして、 動物の

体温や動きに反応してシャッターがおり

る赤
せきがいせん

外線センサーカメラ（図 2 右上参照）

を多数取り付けて、 動物の生態を記録

することにしました。

　現在西丹沢では、 生息する動物の種

類と数が比較的多くかつ生
せいそく

息環境が豊

かなところ 14 カ所を選んで、 センサー

カメラを設置しています。 フィルムカメラ

を使用しているので、 1 週間もしくは 2
週間に 1 度現地に行ってフィルムを交

換します。フィルム 1本（27～ 36枚撮り）

当たり、 短い時には 3 日分、 長い時に

は 2 週間分のショットがとれます。 撮
さつえい

影

期間は、 長いものは 3 年以上、 短いも

のでも半年以上です。

　このように長期間にわたって、 いろい

ろな環境にやってくる小型哺乳類の様

子を観察した結果、 これまでほとんど分

からなかった小型哺乳類の生態が少し

ずつ明らかになってきました。

　今回は、 2009 年の夏から秋にかけて

センサーカメラがとらえた画像を編集 ・

合成し、 特別な写真を何枚か作ってみ

たので、 紹介します。

　自動撮影は定
ていてん

点観察しているのと同じ

で、 一つの場所で （一つの背景で） 数

種類の動物の写真が撮影されます。 そ

こで、 違った日あるいは違った時刻に

写った動物をそれぞれ切り出して一枚の

写真にまとめれば、 どんな動物がやって

きたのか、 何をしているのか、 なぜ来た

のかなどを、 一
いちもく

目瞭
りょうぜん

然で表現することが

できます。 なお、 どの動物も撮影日時は

異なりますが、 一部を除いて、 写真の中

での位置はほとんど変えていません。

　画像の編集には、 かなり時間がかかり

ましたが、 できあがったものには、 たく

さんの情報が盛り込まれています。 例え

ば、 リスの引っ越しの写真が 8 枚撮影

できました。 その内の 5 枚を 1 枚にまと

めたのが下の図 1 です。 親リスが巣
す ざ い

材

を運び、 3 頭の仔
こ

リスを口にくわえたり、

腰にしがみつかせて疾
しっそう

走する様子がよく

分かります。

　ヤマネ、 ヒミズ、 ジネズミやネズミの仲

間は小さいので、 よく見て探していただ

きたいと思います。 それでは、 動物写

真ショーのはじまりです。

第 1 話 ： リスの引っ越し （図 1）
　ある夜の写真に、 リス親子の引っ越し

のシーンが写っていました。

　親リスはまず巣材と食料を新しい巣に

運び、 仔リスたちを迎える準備を整えて

から、 大急ぎで駆
か

け戻ります。 親リスは

1 頭、 もう 1 頭と仔リスを口にくわえて新

しい巣と古い巣を行ったり来たりします。

3 頭の仔リスのうちの最後の１頭は腰にし

がみついて運ばれました。

　補
ほ し ょ く

食者
しゃ

の目をかすめての引っ越しで

すから、 親リスは巣に残した仔リスが心

配でしかたがないのでしょう。 撮影時刻

から推定すると、 新しい巣は今までの巣

から7～8分走ったところにあるようです。

　新しい巣から戻る途中の親リス （一番

左） の右前足にくっついているのは、

裸
ら し

子植物の球
きゅうか

果の種
し ゅ し

子だと思います。

リスはこのようにして森の植物の種子の

分
ぶんさん

散にも協力しているのです。

第 2 話 ： 冬に備えて （図 2）
　この写真がとられた木には、 樹

じゅどう

洞がで

きています。 樹洞の開口部にあたる地

上付近には、 たくさんの動物が集まって

きていました。

　球果を口にくわえた、 冬毛のリスが樹

若
わかしろ

代彰
あきみち

路（外来研究員）丹沢の夜の野生動物 －センサーカメラが写しだした生態－

図 1　リスの引っ越し（合成写真）． （中央左から）親リス 1 頭 ,  仔リスを口にくわえた親リス 2 頭 ,  親リス 1 頭 ． （右上）仔リスを腰に乗せた親リス 1 頭．

合成写真のため親リスはすべて同一個体．
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洞にやってきました （中央やや右下）。

このリスは球果を樹洞の入り口付近に置

いた後、 樹洞の中に入ったり、 その周

りを駆け回ったりしていました。 その後、

赤茶色の夏毛のリスも球果をくわえて来

ましたが （左上）、 先客の置いた球果を

見てか、 ほかの所に持っていったようで

す。 リスは、 球果やドングリやクルミをこ

のような樹洞の根元や穴の中などにため

こみます。 このような貯
ちょしょく

食によって、 リス

は冬の食べ物を確保しているのです。

　この樹洞にはリスだけでなく、 ヤマネ、

スミスネズミ、 ヒメネズミなどがやってきて

いました。 時には彼らを補食するために

テンも訪問します。 スミスネズミやヒメネ

ズミは樹洞の地面に巣穴を掘って住み

ついています。 彼らにとって樹洞は格好

の隠
かく

れ場所になるのでしょう。 背中に黒

い線のある動物はヤマネです。 ヤマネ

は木の幹にぴったりとはりついて、 何か

食べているようでした。 幹についたコケ

をこそげおとして、 集めて、 繁
はんしょく

殖のため

の球
きゅうそう

巣を作るのかもしれません。

　夜の森はシーンと静まり返っているよう

ですが、 その暗がりの中で、 樹洞のあ

る木にはたくさんの動物たちが次々に集

まっているのです。 何だか不思議な感じ

がしませんか。

第 3 話 ： モモンガ出動！！ （図 3）
　この写真は、 樹洞のある木の根元を高

いところからとらえています。 木の幹を移

動する動物だけでなく、 樹洞の根元で

活動する動物の姿もとらえることができる

ようにカメラの位置を工夫したためです。

　モモンガはムササビと同じく皮
ひ ま く

膜を使っ

て、 樹
じゅかん

間を移動するリス科の動物です。

普段は、 補食者の目を逃れて樹
じゅじょう

上の高

いところで生活しているため、 野生のモ

モンガを見る機会はほとんどありません。

この写真のように、 地上に近いところま

で下りてくるモモンガの姿はとても珍しい

といえます。

　モモンガは、 木の陰
かげ

から樹洞の中を

じっとうかがっています。 樹洞の中やま

わりに補食者がいないか、 しっかり確認

しているのでしょうか。 この樹洞の奥に

はカマドウマがたくさんいます。 モモン

ガの目当てはそれかもしれませんね。 さ

ていよいよ出動かな？

第 4 話 ： 白いヤマネ発見？！ （図 4）
　ヤマネは樹洞が好きなようです。 エサ

の昆虫がいて、 昼寝にもよい場所なの

でしょう。この樹洞に白っぽい動物がやっ

てきました。 樹洞上部とその左の茂みの

中に見えます。 背中に黒い線が見える

こと、 樹上性であることおよび体型がヤ

マネによく似ていることから、 この動物は

ヤマネ （成
せいじゅう

獣） と推定しました。 体色が

白っぽいのはストロボ光の反射によるとも

考えられましたが、 数日前と数日後に、

同じ場所で茶色のヤマネがちゃんと写っ

ていたので、 このヤマネの体色は白と判

断しました。 アルビノ （色
し き そ

素欠乏個体）

といえるものではありませんが、 かなり

白っぽく驚いています。このような色だと、

天敵に見つかりやすく、捕食されやすい

ので、 この個体のように大人にまで成長

することは珍しいのではないでしょうか。

ヤマネの体
たいもう

毛の色の変
へ ん い

異がどの程度あ

るのか、 この地域だけなのか、 性別など

とも関係するのかなど、 興味はつきませ

ん。 今後もっと観察したいものです。
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図 2　樹洞に集まってきた動物 （合成写真）．  冬毛のリス 3 頭 ,  夏毛のリス 2 頭 ,  スミスネズミ

4 頭 ,  ヒメネズミ 1 頭 ,  ヤマネ 3 頭．

図 3　樹洞の中をうかがうモモンガ （右に 2 頭） （合成写真）． 図 4　樹洞にやってきたヤマネ （合成写真）． 白ヤマネ 2 頭 （右上および中央

上） ,  茶色ヤマネ 1 頭（右上端） ,  ヒミズ 2 頭（1 頭は茂みの中） ,  ジネズミ １頭．


